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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

秋
の
拡
大
月
間
に
引
き
続
き
、二
月
一
日
か
ら
は
春
の
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災

保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、ぜ
ひ
支

部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大建労新春旗びらき

　

谷
内
委
員
長
よ
り「
一
月

十
七
日
で
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
三
十
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
次
の
世
代
に
伝

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、第
三
次
担
い
手
三

法
が
昨
年
、改
正
さ
れ
ま
し

た
。職
人
の
処
遇
改
善
を
目

指
し
て
国
も
動
い
て
い
ま
す

が
、我
々
が
何
も
し
な
け
れ

ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。こ

の
機
会
に
運
動
を
進
め
て
、

処
遇
改
善
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、本
部
の
執
行
委

員
は
十
八
名
し
か
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
定
期
大
会
は
役
員
改

　

谷
口
書
記

次
長
よ
り
報

告
。昨
年
の

夏
・
秋
に
取

り
組
ん
だ
国

保
組
合
予
算

の
現
行
補
助

水
準
確
保
に

向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
行
動

で
は
、二
万

四
千
七
百
八

十
九
枚
集
約
。

現
行
補
助
水

準
確
保
の
見

選
で
す
。担
い
手
不
足
の
問

題
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

本
当
に
力
を
入
れ
て
後
継
者

を
探
す
時
期
が
来
て
い
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、大
建
国
保
の
関

谷
理
事
長
か
ら
議
員
要
請
や

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
お
礼
、

一
方
で
近
年
補
助
金
が
減
額

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。「
皆

さ
ん
あ
っ
て
こ
そ
保
険
組
合

は
健
全
運
営
に
努
め
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
一
月
十
日（
金
）大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
新

春
の
訪
れ
を
仲
間
と
共
に
祝
う「
二
〇
二
五
大
建
労
旗

び
ら
き
」を
二
十
一
支
部
九
十
三
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

通
し
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

東
京
へ
の
中
央
行
動
で
は
、

五
名
の
国
会
議
員
と
対
面
し

て
、直
接
要
請
が
叶
い
ま
し

た
。

　

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

取
り
組
ん
だ
賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、四
百
六
十
一
枚
回

収
し
ま
し
た
。ま
た
、京
橋
・

天
王
寺
駅
周
辺
に
お
い
て
、

十
八
支
部
四
十
四
名
に
て
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
月
十
九
日
に
は
、賃
金
討

論
集
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

秋
の
拡
大
月
間
で
は
、百

四
十
六
名
の
新
加
入
者
が
あ

り
、そ
の
中
で
、西
成
支
部
が

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名
の
取

り
組
み
で
は
、都
島
支
部
・
福

島
支
部
・
松
原
支
部
・
豊
中
支

部
・
門
真
支
部
・
寝
屋
川
支
部

の
六
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

秋
の
拡
大
月
間
で
目
標
を

達
成
し
た
西
成
支
部
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

併
せ
て
組
織
拡
大
功
労
者

十
三
名
の
名
前
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
口
青
年
部
副
部
長
よ

り
、「
全
支
部
に
青
年
部
を
！

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

今
年
も
様
々
な
行
事
を
し
て

い
き
ま
す
。そ
の
一
環
と
し

て
、支
部
訪
問
に
も
取
り
組

み
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
は

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
ば
し
の
歓
談
の
後
、最

後
に
各
支
部
参
加
者
か
ら

「
今
年
の
抱
負
」を
発
表
。ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
全
員
で
行

い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

栃
山
組
織
部
長
よ
り
、「
二

月
一
日
か
ら
春
の
組
織
拡

大
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。税

金
申
告
会
の
時
期
で
、頭
が

い
っ
ぱ
い
で
拡
大
の
訴
え
を

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、諦
め
ず
に
一
人

で
も
多
く
仲
間
に
引
き
入
れ

て
目
標
数
に
近
づ
け
る
よ
う

に
我
々
と
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

【
税
金
対
策
部
発
】

　

一
月
十
二
日（
日
）エ
ル
お

お
さ
か
に
て
税
金
活
動
者
会

議
を
開
催
。

　

習
熟
度
別
に
三
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、事
業
申
告
と
消
費

税（
基
本
コ
ー
ス
）で
は
、国

税
局
交
渉
の
報
告
を
受
け
、

申
告
対
応
の
在
り
方
に
つ
い

て
確
認
。

　

前
回
の
税
金
活
動
者
会
議

で
得
た
知
識
を
も
と
に
確
定

申
告
の
実
務
講
習
へ
。

　

収
支
内
訳
書
を
も
と
に
、

控
除
で
き
る
も
の
を
確
認
し

つ
つ
、申
告
書
を
作
成
。

　

続
い
て
、消
費
税（
簡
易
・

二
割
特
例
）の
例
題
へ
。

　

書
類
作
成
の
手
順
は
ま
ず

付
表
を
記
入
し
て
か
ら
申
告

書
を
完
成
さ
せ
る
。簡
易
課

税
の
割
合
、み
な
し
仕
入
れ

率
で
控
除
対
象
仕
入
税
額
を

確
定
で
き
る
。

　

二
月
か
ら
始
ま
る
各
支
部

で
の
申
告
会
に
備
え
準
備
を

整
え
た
。

【
青
年
部
役

員
一
同
】

　

一
月
十
六

日（
木
）大
建

労
本
部
に
て

「
二
〇
二
五

青
年
部
旗
び

ら
き
」を
十

三
支
部
二
十

七
名
の
参
加

で
開
催
し
ま

し
た
。

　

前
年
に
引

き
続
き
、大

勢
の
方
々
に

参
加
い
た
だ

く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

参
加
者
同

士
で
仕
事
の

話
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
る
光
景
も
。

　

ま
た
、一
昨
年
に
青
年
部

が
発
足
し
た
松
原
支
部
と
昨

年
に
発
足
し
た
豊
中
支
部
の

青
年
部
部
長
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、毎
年
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
い
、ビ
ン

ゴ
に
な
っ
た
方
か
ら
順
番
に

自
己
紹
介
や
青
年
部
へ
の
要

望
等
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
青
年
部
が
楽
し
め

る
行
事
や
家
族
も
巻
き
込
ん

だ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

旺
盛
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

日
時　

三
月
二
十
日

　
　
　
（
木
・
祝
）

時
間　

八
時
三
十
分
集
合

　

※
プ
レ
ー
開
始
は
、九
時　

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

場
所　

奈
良
名
阪
ゴ
ル
フ
倶

楽
部（
奈
良
県
奈
良
市
萩
町

七
〇
九
）

内
容　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

参
加
資
格

　

組
合
員
本
人
の
み

　

※
組
合
員
の
家
族
は
含
み　

ま
せ
ん
。

定
員　

二
十
四
名

参
加
料　

千
円

　

※
当
日
お
持
ち
下
さ
い
。

プ
レ
ー
費　

一
五
四
九
〇
円　

（
フ
ロ
ン
ト
に
お
支
払
い　

下

さ
い
）

　

※
昼
食
補
助
券
付
き

申
込　

①
ま
た
は
②
の
方
法

　

①�

支
部
に
て
必
要
事
項
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、大
建

労（
〇
六
―
六
六
四
三
―

五
三
〇
七
）宛
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

下
さ
い
。

　

②�

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
及

び
Ｈ
Ｐ
に
案
内
及
び
申

込
書
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、印
刷
の
上
、必

要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
大
建
労
宛
て
Ｆ
Ａ

Ｘ
下
さ
い
。

申
込
締
切　

三
月
十
一
日（
火
）

先
着
順
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
建
労
青
年

部
担
当
書
記　

尾
﨑
ま
で

新
春
の
幕
開
け
を

　
　

仲
間
と
共
に
祝
お
う

当
面
の

運
動

　

表
彰
式

春
の
組
織
拡
大
に

関
す
る
訴
え

青
年
部
の
訴
え

　

青
年
部
が
飛
躍
す
る
一
年
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
部
旗
び
ら
き

　

確
定
申
告
に
備
え
て

青
年
部
主
催

ゴ
ル
フ
大
会
の

ご
案
内

　

紙
面
の
都
合
上
、お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2025

ハガキ要請・署名表彰。左の２人目から、寝屋川支部・門真支部・
都島支部・福島支部・松原支部・豊中支部

拡大目標を達成した
西成支部

豪華景品に思わず
笑みが溢れる 青年部旗びらき参加者のみなさん

ガンバロー！ ガンバロー！ ガンバロー！

熱弁する赤沢講師

税金活動者会議開催

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

お
休
み
に
つ
い
て



№ 1634 ⑵（昭和 36 年 7 月 17 日第三種郵便物認可）�( 毎月 2回、１・16 日発行）2025 年２月１日号

【
住
吉
支
部
　
小
森
国
弘
】

　

令
和
七
年
の
お
正
月
が
過

ぎ
た
一
月
八
日（
水
）の
朝
、

風
呂
場
の
掃
除
を
し
な
が

ら
、六
日（
月
）は
一
般
ゴ
ミ

の
日
だ
っ
た
。七
日（
火
）は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
日

で
、両
方
共
に
普
段
の
倍
以

上
の
量
を
出
し
て
い
た
の
に

ほ
ぼ
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、

き
れ
い
に
収
集
し
て
く
れ
て

い
て
、あ
り
が
た
か
っ
た
な
。

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

　

安
全
に
関
す
る
標
語
で
あ

れ
ば
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

未
発
表
の
自
作
の
も
の
に
限

り
、応
募
は
一
人
一
作
品
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な

お
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　

作
品
は
安
全
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
に

使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
際
は
、標
語
の
文
面

を
一
部
加
工
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

応
募
資
格

　
　

組
合
員
と
そ
の
家
族

　

応
募
期
限　

四
月
七
日

（
月
）必
着

　

応
募　

応
募
用
紙（
支
部

に
あ
り
ま
す
）一
通
に
つ
き

一
作
品
を
記
入
し
、支
部
名
・

氏
名（
家
族
の
方
は
組
合
員

名
も
）・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、支
部
事
務
所
ま

た
は
本
部
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
送
付
く
だ
さ
い
。

　

表
彰　

特
選
一
点
・
入
選

三
点
。特
選
は
ク
オ
カ
ー

ド
二
万
円
分
、入
選
は
ク
オ

カ
ー
ド
三
千
円
分
を
贈
呈
し

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
建
労
本
部　

社
会
保

障
対
策
部
ま
で

【
住
吉
支
部
　
中
野
照
司
】

　

寒
風
吹
く
正
午
に
か
ご
の

屋
長
居
店
に
集
合
。飲
み
放

題
の
た
め
、ビ
ー
ル
や
焼
酎

を
次
か
ら
次
へ
と
頼
む
。酒

　

そ
し
て
、老
齢
の
為
に
廃

業
し
て
か
ら
、い
つ
と
は
な

く
私
が
我
が
家
の
ゴ
ミ
出
し

係
に
な
っ
て
い
る
。他
に
は

週
一
回
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
も
行
っ
て
い
て
、

そ
こ
で
多
数
の
商
品
を
見
る

に
つ
れ
て
全
て
の
職
業
に
就

い
て
い
る
人
た
ち
が
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
お

か
げ
で
、日
に
大
し
た
不
便

も
無
く
過
ご
せ
て
い
る
ん
だ

な
と
掃
除
の
手
を
動
か
し
な

が
ら
感
謝
の
思
い
を
深
く
し

て
い
ま
し
た
。

の
あ
て
も
絶
品
で
、テ
ー
ブ

ル
は
大
盛
り
上
が
り
だ
。

　

今
年
一
年
が
病
気
せ
ず
に

元
気
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
仕
事
に
励
め
る
様

に
話
し
合
っ
た
。

　

本
部
も
支
部
も
精
一
杯
頑

張
っ
て
良
い
組
合
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
港
支
部
　
永
野
裕
】

　

十
二
月
七
日（
土
）大
建
労

会
館
で
開
催
さ
れ
た
匠
塾

（
鉋
か
ん
なの
研
ぎ
方
と
実
践
）に
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、住
技
対
部
の
御

幣
さ
ん
か
ら
刃
の
研
ぎ
方
の

説
明
が
あ
り
実
践
へ
。

　

私
は
、左
官
工
で
鉋
を
常

日
頃
扱
う
こ
と
は
な
く
指
導

を
受
け
て
や
る
の
で
す
が
、

中
々
上
手
く
出
来
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
正
確
に
研
い
で
い

た
だ
い
た
刃
を
丸
め
て
は
修

正
を
繰
り
返
し
、悪
戦
苦
闘

の
末
に
研
ぐ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

次
は
、刃
の
セ
ッ
ト
に
つ

い
て
同
じ
く
住
技
対
部
の
井

上
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。削
る
と
力
い
ら
ず
で

滑
ら
す
だ
け
で
材
木
を
削
れ

【
門
真
支
部
　
輪
木
戻
子
】

　

二
〇
二
四
年
十
二
月
一
日

（
日
）九
時
三
十
分
エ
ル
お
お

さ
か
に
て
十
九
支
部
四
十
九

名
の
参
加
で
大
建
労
社
保
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
歴
史
や

国
保
組
合
を
と
り
ま
く
情
勢

の
特
徴
を
全
建
総
連
社
会
保

障
対
策
部
長
の
中
原
氏
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
雇
健
康
保
険
の
創
設
、

本
人
十
割
給
付
実
現
等
、懐

か
し
い
と
思
い
な
が
ら
講
演

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。日
雇

健
康
保
険
廃
止
の
動
き
と
廃

止
反
対
の
集
会
、座
り
込
み

等
が
つ
い
最
近
だ
っ
た
か
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

擬
制
適
用
の
日
雇
健
康
保
険

の
廃
止
反
対
や
署
名
運
動
等

に
参
加
を
重
ね
、政
府
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
大
建
国
保
が

出
来
る
ま
で
に
も
色
々
あ
り

ま
し
た
。

　

門
真
支
部
も
日
雇
健
康

て
、お
も
わ
ず「
す
ご
い
」と

声
が
出
ま
し
た
。ノ
ミ
の
刃

ま
で
研
い
で
い
た
だ
き
職
人

の
技
は
凄
い
と
感
じ
ま
し

た
。参
加
し
て
良
か
っ
た
で

す
。ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も
匠
塾
を
開

催
す
る
予
定
ら
し
い
で
す
。

詳
細
は
建
設
労
働
に
掲
載
す

る
そ
う
な
の
で
、是
非
ご
確

認
を
。

保
険
の
頃
の
組
合
員
は

四
百
三
十
名
以
上
い
ま
し

た
。保
険
料
も
組
合
費
も
ま

だ
安
か
っ
た
時
で
、各
班
長

さ
ん
が
自
分
の
地
域
の
組
合

員
に
集
金
に
行
き
、自
分
の

班
の
人
数
分
の
お
金
を
預
か

り
事
務
所
に
持
っ
て
行
っ
て

い
ま
し
た
。事
務
所
で
一
人

一
人
の
領
収
証
、新
聞
を
受

け
取
り
、ま
た
組
合
員
宅
へ

届
け
て
い
ま
し
た
。今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
し
て

い
た
な
と
懐
か
し
く
思
い
ま

【
住
吉
支
部

　
　
中
野
照
司
】

　

十
一
月
三
十
日

（
土
）午
後
八
時
。

辺
り
は
真
っ
暗
の

中
宮
古
島
の
ホ
テ

ル
に
到
着
。朝
は

レ
ン
タ
カ
ー
で
島

内
を
走
り
回
っ

た
。行
け
ど
も
行

け
ど
も
、サ
ト
ウ

キ
ビ
畑
。朝
早
く

か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー

で
畑
を
耕
し
、サ
ト
ウ
キ

ビ
を
植
え
替
え
、道
路
の

雑
草
を
刈
っ
て
い
る
高
齢

者
の
姿
を
見
た
。働
き
者

だ
。

　

日
差
し
が
強
い
の
で
、

十
二
月
で
も
ク
ー
ラ
ー
無

し
で
は
車
で
走
れ
な
い
。

東
平
安
名
崎
、西
平
名
崎
、

小
島
に
行
く
た
め
の
橋
を

走
っ
て
い
る
と
全
く
退
屈

し
な
い
。私
は
本
当
に
移

住
し
た
く
な
っ
た
。

　

宮
古
島
の
人
々
は

　
　
　
　
　
　
　

働
き
者

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••
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•
•
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•
•
•
•
•
•
•

し
た
。

　

今
回
の
社
保
学
習
会
は
、

ほ
ん
と
に
楽
し
く
勉
強
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月

　

１
日（
土
）東
成

　

２
日（
日
）住
吉
・
寝
屋
川

　

７
日（
金
）寝
屋
川

　

８
日（
土
）港
・
守
口
・
寝
屋

　
　
　
　
　

川

　

９
日（
日
）東
住
吉
平
野
・

　
　
　
　
　

港
・
守
口
・
寝
屋

　
　
　
　
　

川
・
大
東

　

10
日（
月
）堺
・
東
成

　

11
日（
火
）住
吉
・
寝
屋
川

　

12
日（
水
）堺
・
茨
木

　

13
日（
木
）豊
中

　

14
日（
金
）豊
中

　

15
日（
土
）大
東

　

16
日（
日
）堺
・
東
住
吉　

　
　
　
　
　

平
野
・
東
淀
川

　

17
日（
月
）堺
・
西
成

　

18
日（
火
）寝
屋
川
・

　
　
　
　
　

大
東
＝
完
全
予

　
　
　
　
　

約
制

　

19
日（
水
）堺
・
西
淀
川

　

20
日（
木
）堺
・
松
原
・
羽
曳

　
　
　
　
　

野
・
富
田
林

　

21
日（
金
）岸
和
田
・
松
原
・

　
　
　
　
　

羽
曳
野
・
富
田

　
　
　
　
　

林

　

22
日（
土
）都
島
・
城
東　

　
　
　
　
　

鶴
見
・
岸
和
田
・

　
　
　
　
　

寝
屋
川

　

23
日（
日
）堺
・
東
住
吉　

　
　
　
　
　

平
野
・
都
島
・
城

　
　
　
　
　

東
鶴
見
・
東
淀

　
　
　
　
　

川
・
岸
和
田
・
寝

　
　
　
　
　

屋
川

　

24
日（
月
）東
淀
川
・
守
口
・

　
　
　
　
　

寝
屋
川

　

25
日（
火
）堺
・
寝
屋
川

　

26
日（
水
）吹
田
・
泉
佐
野

　

27
日（
木
）堺
・
池
田

　

28
日（
金
）泉
佐
野

３
月

　

１
日（
土
）生
野
・
城
東
鶴

　
　
　
　
　

見
・
寝
屋
川

　

２
日（
日
）生
野
・
福
島
・

　
　
　
　
　

寝
屋
川
・
茨
木

　

３
日（
月
）堺
・
福
島

　

４
日（
火
）堺

　

５
日（
水
）堺

　

６
日（
木
）堺

　

７
日（
金
）堺
・
吹
田

　

８
日（
土
）吹
田

　

10
日（
月
）本
部

　

11
日（
火
）本
部

※
門
真
支
部
の
日
程
は
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
各
支
部
で
予
約
制
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ご
確
認
を
。

２
月

　

２
日（
日
）岸
和
田
・
都
島

　

建
設
労
働
新
年
号（
一
月

一
日
・
十
六
日
合
併
号
）の
三

面
下
段
に
お
い
て
、各
支
部

税
金
申
告
説
明
会
日
程
と
記

載
し
て
い
ま
す
が
、正
し
く

は
各
支
部
税
金
申
告
会
と
な

り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
混
乱

を
招
き
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

教
宣
部
で
は
組
合
員
の
知

る
権
利
を
保
持
し
、最
新
の

情
報
を
届
け
て
い
き
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
教
育
宣
伝
部
発
】

　
十
二
月
八
日（
日
）通
信
員

の
つ
ど
い
を
開
催
。六
支
部

十
七
名
で
吹
田
市
の
指
定
有

形
文
化
財
旧
中
西
家
住
宅
を

訪
れ
、取
材
を
行
い
ま
し
た
。 　

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
か
ら
徒
歩
約

十
分
、閑
散
な
住
宅
地
に
佇

む
旧
中
西
家
住
宅
。季
節
に

よ
っ
て
違
う
景
色
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、指
導
員
先
導
の

も
と
、館
内
を
散
策
。

　

一
枚
一
枚
に
丁
寧
に
刻
印

さ
れ
た
瓦
や
所
々
で
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

市
長
が
百
歳
を
迎
え
た
方

や
大
事
な
お
客
様
を
迎
え
る

時
に
使
用
し
た
口
の
十（
部

屋
）が
あ
り
、元
オ
リ
ッ
ク
ス

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
Ｔ
ー
岡

田
氏
を
招
い
た
り
、北
摂
の

市
長
会
を
開
催
し
た
り
す
る

そ
う
で
す
。

　

中
で
も
現
代
で
は
も
う
流

通
し
て
い
な
い
仏
間
の
ゆ
ら

労
働
安
全
標
語
募
集

　
　
入
賞
者
に
は
景
品
も
！

二
〇
二
五
年
一
月

五
日（
日
）新
年
会

働
く
皆
様

　

あ
り
が
と
う

職
人
の
技
は

　

す
ご
い

通
信
員
の
つ
ど
い

旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨
客（すいたきしべぶんじんぼっかく）迎賓館取材

ゆ
ら
ガ
ラ
ス
を
見
た
時
に
は

目
を
み
は
り
ま
し
た
。ガ
ラ

ス
越
し
に
見
る
灯
り
が
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

学
者
・
文
人
を
も
て
な
し

た
こ
と
で
文
人
墨
客
迎
賓
館

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
旧
中

西
家
住
宅
。一
度
訪
れ
て
歴

史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

と
て
も
役
に
立
っ
た

　
　
　
大
建
労
　
社
保
学
習
会

各
支
部
記
帳
講
習
会

申
告
説
明
会
日
程

「
建
設
労
働
」新
年
号

の
お
詫
び
と

訂
正
に
つ
い
て

都会の喧噪を忘れるささやかな時間

旧中西家住宅を取材する参加者

各
支
部
税
金
申
告
会

日
程

仏間のゆらゆらガラス


